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議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
の
内
閣
総
理
大
臣
の
認
識
並
び
に
自
身
の

出
処
進
退
に
つ
い
て
の
発
言
の
真
意
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
の
内
閣
総
理
大
臣
の
認
識
並
び
に
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身
の
出
処
進
退
に
つ
い
て
の
発
言
の
真
意
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
政
党
の
代
表
と
し
て
の
発
言
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な

い
。

二
、
三
、
五
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
六
月
十
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
二
四
号
）
一
か
ら
六
ま
で
に
つ

い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

東
京
電
力
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
中
旬
を
目
途
に
、
原
子
炉
を
安
定
的
に
冷
却
し
、
放
射
線
量
を

着
実
に
減
少
傾
向
に
す
る
こ
と
、
そ
の
後
、
三
か
月
か
ら
六
か
月
程
度
を
目
安
に
、
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
と
し
、
同
社

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
を
管
理
し
、
放
射
線
量
を
大
幅
に
抑
制
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
。


